














































































































































































































































































































































































































Antarctica（南極）と小さなアリ Ant の意味を重ねた Ant-Plane。世界
に先駆けて初の科学観測に成功しました。
 極の先端研究
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　　　  太田昌秀　（地質学）
太田昌秀（おおた　よしひで）
1933年、長野県まれ。1960年代に南極の岩石と出会い、
この研究をきっかけにオスロ大学に留学。ノルウェー での
生活が日本より長くなった。
　南極へ6回、北極圏へ35回、2002年からはロシアの原
子力砕氷船で北極点へ講師として6回行った。
　1973年には北大山岳部と一緒にヒマラヤの研究で秩父
宮山岳科学賞を、2009年には極地の地学研究で日本人初
の日本地質学会国際賞を受賞。現在はノルウェー 極地研
究所嘱託上級研究員としてオスロ在住。
Profile
南極点初到達100年記念
　2011年、ノルウェーはこの国が生んだ2人の
偉大な極地探検家、F. ナンセンの生誕150周年
と、R.アムンセンの南極点初到達100周年を祝っ
た。南極点到達は英国のスコット隊との激しい
競争になり、英国隊は全員が死亡という悲劇で
終わったことで有名である。翌1912年、ノル
ウェー のフラム号が極点隊を収容するためロス
海の鯨湾へ来てみると、そこでは日本の白瀬矗
のぶ
が率いる白瀬南極探検隊の開南丸が荷上げを
しており、両隊の乗組員たちは基地で交歓した。
このことは世界では殆ど知られていない。
　100年前のノルウェ ・ー英国隊の出会いを記
念して、アムンセン隊の乗組員・探検隊員の孫
やひ孫14名は、2011年2月にケンブリッジ・スコッ
ト極地研究所を訪ねて隊員達の苦闘を思い、ス
コット隊の子孫と会食して祖先の偉業を偲んだ。
　日本では開南丸とフラム号の会合を記念して、
2012年に白瀬南極探検100年記念講演会を開
いた。
　私はこれらの記念行事を伝聞し、1990年代
に翻訳したナンセンの『フラム号北極海横断記』
のことを思い出した。当時、あの大著は加納一郎
著作集と澤田洋太郎の『極北』で部分訳を読む
ことが出来た。
　澤田氏は訳者後書きで、「将来ノルウェー を訪
ねるような人があれば……フラム号を訪ね……
ナンセンの仲間達の生涯を辿ってみて欲しい」、
と書いておられた。私は澤田氏があの本の翻訳
をされておられた頃、ノルウェー 南極隊隊員の一
人として、東と西南極を繋いでいるエルスワース
山脈をスク ターー で走り回っていた。その頃は澤
田氏の願いを私が果たしてやろうか、とも思って
いたが、石の勉強に追われて月日がたち、気がつ
いたら私は今年で80歳になった。私は定年に
なってから、ケンブリッジのC.ホランド氏の大著
『北極探検と開発の歴史』（1994）の翻訳を手掛
け、日本の極地研究所OBの応援で、何とか上
梓できた。
　東京での白瀬記念講演会に参加してくださっ
たスーザン・バル女史は、元ノルウェー 極地研究
所の探検史専門家で、帰国後オスロの日本・ノ
ルウェー 会例会とノルウェー 船員組合で訪日の
見聞と共に白瀬探検隊について講演をしてくだ
さった。これは多分、探検史の専門家による最
初の白瀬探検隊のヨー ロッパへの紹介であった
と思う。
　2012年暮れには、白瀬隊の公式記録である
『南極記』が英語に完訳された。これらによって、
20世紀初めの日本の南極での活動が世界に知
られるようになって欲しいと願っている。
カプセルトイ「南極・北極科学図鑑」 
好評販売中
南極・北極科学館ショップで販売（1個300円）。「昭和基地」
「ペンギン」「シロクマ」「雪上車」など、全７種類。どれも細部
にまでこだわったレアものです。めざせ、全種獲得！
